
 

「パフォーマンステスト」と「自己評価カード」による個に応じた指導法の工夫  

【春日部市教育委員会】 

 

１ 学校・学年・教科   中学校・全学年・理科    

２ ねらい 

   理科における確かな学力の向上への取組として、生徒一人一人の観察・実験の技能

を高めると共に、授業への積極的参加を図る。 

 

３ 取組内容 

（１）「パフォーマンステスト」による観察・実験の技能を高める工夫 

      基本的な実験器具の操作及び基本事項の確認のパフォーマンステストを生徒一人一    

人に行う。 

  〔「パフォーマンステスト」の例〕  

   ・顕微鏡の使い方 

   ・ガスバーナーの使い方 

   ・電流回路の組み立て方 

   ・電流計、電圧計の使い方 など 

  〔実施方法〕 

①少人数グループ（２～３人）で、操作のマニュアルに従って個人練習をする。練

習中は互いにアドバイスを与えるなど、教え合いながら行う。グループ全員が十

分練習を行ったところで、一斉にパフォーマンステストを実施する。ここで練習

時間を十分とることが必要である。 

②パフォーマンステスト開始： グループの中で一人ずつ、マニュアル通り操作が

行えたかを、チェックカードにチェックを受けていく。テスト中は無言で行い、

チェックを受ける生徒は何も見てはいけない。マニュアル通り操作が完了したら

合格となる。不安な箇所があれば、最初からやり直す。基本的には全員が合格す

るまで行う。ほぼ全員が合格している。 

        

   パフォーマンステストを行うことにより、生徒一人一人が意欲的に練習し、観察・    

実験の技能を高めることにつなげていく。その他の観察・実験にも自信を持って、   

積極的に参加しようという意欲を持たせる上で効果的である。以下にチェックカード    

の例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「自己評価カード」を活用した授業への取組の工夫 

      毎回の授業ごとに自己評価カード（がんばりカード）を記入する。その日の授業の      

感想、疑問点などを記入するだけでなく、挙手の回数も記録し、学期ごとに集計する。    

生徒が多くの挙手ができるよう、基本事項を中心に１時間にできるだけ多くの発問    

をするような授業を展開していく。（平均 50~60 回位） 

   自己評価カードは、授業担当が点検し、コメントを入れ、評価し、支援していく。    

そして教師自身もそれを生かしていく。活発で意欲的な授業への取組につなげて   

いく上で効果的である。以下に自己評価カードの記入例を示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

     「パフォーマンステスト」を行うようになり、生徒一人一人が観察・実験に対し、  

    意欲を持って、積極的に取り組むようになってきている。また、「自己評価カード」    

の活用により、生徒一人一人が意識し、授業中の挙手が増え、活気ある授業となって    

きた。これらのことが少しずつ基礎学力の定着につながってきている。 

     今後は「自己評価カード」の活用において、さらに内容の充実を図り、個に応じた    

指導と評価を進めていきたい。  


